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一七六―座談会売春問題をめぐって『青少年問題』2巻8号●高橋展子／藤原道子／志田義信／秋元松代／神崎清●一九五五・八──374
一七七―親と子の立場『青少年問題』2巻8号●井浦時雄／板山敬●一九五五・八──388
一七八―いわゆる人身売買事犯被害者年令別、学歴別調査／いわゆる人身売買事犯被害者の親元職業調査『青少年問題』2巻8号●警察庁●一九五五・八──390
一七九―九州の不当雇用慣行『青少年問題』2巻8号●労働省●一九五五・八──392
一八〇―鹿児島県のいわゆる人身売買対策『青少年問題』2巻8号●日高哲志●一九五五・八──399
一八一―群馬県のいわゆる人身売買について『青少年問題』2巻8号●小林軍盛●一九五五・八──401
一八二―昭和30年度における青少年に関する施策重点事項『青少年問題』2巻8号●一九五五・八──403
一八三― 人身売買防止運動について●一九五五・八──407
一八四―少女芸者の人身売買事件から芸者町の売春実態『平和』39号●神崎清●一九五五・八──409
一八五― 人身売買契約の法的効力『法律時報』27巻9号●川島武宜●一九五五・九──413
一八六―ルポルタージュ「人買い」は生きている人身売買の実態『キング』31巻11号●石原広文●一九五五・九──417
一八七―長欠児をたずねて『婦人と年少者』29号●松野ノブ●一九五五・一〇──425
一八八―前借金無効の判決『ジュリスト』93号●我妻栄●一九五五・一一──427
一八九― 人身売買事件に対する懇談事項●検察庁八重山支部●一九五五・一一──430
一九〇―前借金について／資料前借金無効の判決『法律のひろば』8巻12号●三淵乾太郎●一九五五・一二──453
一九一―前借金は返還するを要しない最高裁の最近の判決について『判例タイムズ』6巻9・10号●三淵乾太郎●一九五五・一二──456
一九二―八重山における人身売買について『琉球労働』2巻3号●山城球●一九五五・一二──462
一九三― 人身売買被疑事件捜査報告八検日甲第五五号●検察庁八重山支部検事●一九五五・一二──465


［第５巻　目次］

資料番号──資料名●編著者名（発行所）●発行年月──復刻版ページ

一九四―長欠児調査点描『婦人と年少者』32号●東京婦人少年室●一九五六・二──1
一九五―身売防止対策『昭和二十八年冷害凶作誌』●福島県●一九五六・三──4
一九六―年少者の不当雇用調査報告（関東甲信越篇）『年少労働調査資料』第三八集●労働省婦人少年局●一九五六・六──10
一九七―田之浦漁港の児童労働の地域的背景いわゆる舟番小僧について『婦人と年少者』40号●労働省婦人少年局年少労働課●一九五六・一一──119
一九八―新潟地方に於ける売春状況の調査と研究主として売春機構の一断面である特飲店の実態について●〔新潟地方庁刑事部〕●一九五六・一二──122
一九九―北海道の凶作凶漁による人身売買『婦人と年少者』5巻2号●一九五七・一──211
二〇〇―冷害にくらい北海道にみる人身売買の実情『青少年問題』4巻2号●編集部●一九五七・一──214
二〇一―冷害地・北海道の人身売買問題『社会事業』40巻2号●編集部●一九五七・二──221
二〇二―婦人少年室協助員全国協議会要録昭和三十一年十一月六、七日●労働省婦人少年局●一九五七・五──224
二〇三―売春と人身売買の構造近畿大学法学会『法学』6巻1号●前田信二郎●一九五七・七──282
二〇四―怒りの孤島日映第一回作品●日映株式会社宣伝部●一九五七・八──325
二〇五―年少者の不当雇用調査報告（中国四国篇）『年少労働調査資料』第四二集●労働省婦人少年局●一九五七・九──407


［第６巻　目次］

資料番号──資料名●編著者名（発行所）●発行年月──復刻版ページ

二〇六―長欠児童の就労について『婦人と年少者』6巻1号●一九五八・一──1
二〇七―資料日本における人身売買と売春による搾取『法律時報』30巻2号●一九五八・二──4
二〇八―売春婦の債務についての研究会『人権擁護局報』16号●一九五八・三──10
二〇九―人身売買及び他人の売春による搾取に関する報告「国連第二回アジア会議」採択『婦人と年少者』６巻３号●一九五八・三──12
二一〇―長欠児の就労防止と保護『婦人と年少者』６巻7号●年少労働課●一九五八・七──15
二一一―年少者の不当雇用調査報告（近畿篇）『年少労働調査資料』第四五集●労働省婦人少年局●一九五八・九──19
二一二―イカ釣漁業に従事する児童労働の実態青森県下北地区の現地調査の結果『婦人と年少者』６巻10号●年少労働課●一九五八・一〇──159
二一三―働く長欠中学生近畿地区長欠就労児童実態調査『婦人と年少者』６巻10号●一九五八・一〇──162
二一四―長欠児童の対策について『婦人と年少者』６巻11号●佐藤三十三●一九五八・一一──168
二一五―婦人少年室協助員の手引●労働省婦人少年局●一九五九・二──170
二一六―長欠就労児童保護活動手引●労働省婦人少年局●一九五九・四──200
二一七―協助員のひろば 長欠児に明るい話題『婦人と年少者』7巻6号●佐藤公子●一九五九・七──333
二一八―長欠児童問題解決の鍵は長欠児童調査から学ぶ『婦人と年少者』7巻6号●檜山嘉蔵●一九五九・七──333
二一九―労働基準法中女子に関連の深い規定の違反事例並びに送致事例昭和三三年『婦人と年少者』7巻9号●一九五九・九──335
二二〇―情島『民話』3巻１号●岡本定●一九六〇・一──336
二二一―山口県大島郡東和町情島／諸島視察についての総括感想離島振興実態調査報告書一●宮本常一／全国離島振興協議会刊●一九六〇・二──348
二二二―年少労働風土記①北海道いも掘・いか釣に働く年少者たち『婦人と年少者』8巻1号●阪本孝子●一九六〇・一──369
二二三―年少労働風土記②福岡県堅実な産業のにない手たち『婦人と年少者』8巻3号●前田薫●一九六〇・三──372
二二四―年少労働風土記③岩手県山の子 海の子 山かせぎの子『婦人と年少者』8巻4号●河村すみ子●一九六〇・四──375
二二五―年少労働風土記④栃木県有難くない里親県 県外に走る年少労働者『婦人と年少者』8巻5号●須田み江●一九六〇・五──378
二二六―年少労働風土記⑤石川県バッタン女学校異聞『婦人と年少者』8巻6号●川島利子●一九六〇・六──380
二二七―年少労働風土記⑥千葉県漁業の少年『婦人と年少者』8巻7号●神田夏子●一九六〇・七──382
二二八―年少労働風土記⑦奈良県労働力不足に改善のきざし『婦人と年少者』8巻8号●武部静枝●一九六〇・八──384
二二九―年少労働風土記熊本県　県外就職八割 農漁業依存には限界『婦人と年少者』8巻11号●清水恒子●一九六〇・一一──386
二三〇―婦人少年室協助員の手引●労働省婦人少年局●一九六〇・一〇──388
二三一―売春問題について『婦人と年少者』9巻11号●金田スミ●一九六一・一一──421
二三二―海女・おっぺしの実態を探る『婦人と年少者』13巻11号●平かすみ●一九六五・一一──423
二三三―青森県におけるイカつり少年の実態『婦人と年少者』14巻6号●青森婦人少年室●一九六六・六──426


［第７巻　目次］

資料番号──資料名●編著者名（発行所）●発行年月──復刻版ページ

二三四―鉄道連結手災害調査中間報告年少労働者就業制限業務に関する特殊調査『調査資料No.１』●労働省婦人少年局年少労働課●一九四八・五──1
二三五―働くこどもの保護について№5●労働省婦人少年局●一九四八・八──9
二三六―年少労働者災害統計に関する一報告『調査資料第４輯』●労働省婦人少年局●一九四八──10
二三七―年少街頭労働者実態調査実施要項●労働省婦人少年局年少労働課●一九四九・四──18
二三八―年少街頭労働者の実態調査報告第一報告●労働省婦人少年局年少労働課●一九四九・五──21
二三九―サーカス団の実態について●一九四九・五──24
二四〇―年少労働者はなぜ危険有害な業務についてはいけないか№13●労働省婦人少年局●一九四九・七──28
二四一―働く少年少女のメモ●労働省婦人少年局●一九四九・八──30
二四二―働く少年少女のメモ年少労働者の労働および労働態度調査の報告『年少労働調査資料第６集』●労働省婦人少年局●一九四九・八──32
二四三―学びながら働く年少者労働基準法による使用許可証明書をえて働く年少者の調査報告『年少労働調査資料第７集』●労働省婦人少年局●一九四九・八──52
二四四―働く年少者の保護について改訂№5●労働省婦人少年局●一九四九・一二──80
二四五―サーカスに働く年少者サーカスに働く年少者実態調査の報告『年少労働調査資料第９集』●労働省婦人少年局●一九五〇・一──81
二四六―都内に於ける納豆売の少年少女の実態調査報告年少街頭労働者実態調査のうち／　　　　新聞発表納豆売の少年少女の実態●労働省婦人少年局●一九五〇・二──101
二四七―たのしく働くために『リーフレット№18』●労働省婦人少年局●一九五〇・三──107
二四八―輪タクに働く年少者東京都における年少労働者の予備調査報告●労働省婦人少年局●一九五〇・三──109
二四九―監督月報にあらわれた年少労働者の就労状況自１９５０年１月至３月●労働省婦人少年局年少労働課●一九五〇・三──113
二五〇―靴磨新聞売を除いた業種に従事する街頭年少労働者の実態調査報告●労働省婦人少年局●一九五〇・四──120
二五一―ある夜の湖畔月と猿との年少労働問答『パンフレット№6』●労働省婦人少年局●一九五〇・四──134
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